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今 後 の 日 程

1月26日㈪組合親睦ボウリング大会

2月  2日㈪第５回組合規程改正検討委員会

	   3日㈫理容師実技試験

	   9日㈪第２回講師打合せ会

　　 〃　　　生衛組合活性化塾（午後）

3月16日㈪第４回常任理事会（午前）

　　 〃　　　第425理事会（午後）

（小郡）

（小郡）

（小郡）

（小郡）

（  〃  ）

（小郡）

　

令
和
７
年
11
月
10
日
㈪
午
前
11
時

下
関
市　

亀
山
八
幡
宮
に
て
山
口
県

組
合
主
催
の
「
毛
髪
供
養
祭
」
が
、

参
加
14
支
部
県
内
組
合
員
50
名
で
厳

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
床
屋
発
祥
の
地
記
念
碑
」

建
立
30
周
年
記
念
と
い
う
節
目
で
、

古
式
神
事
に
則
り
、
裃
姿
の
望
月
義

弘
氏
に
よ
り
髪
を
そ
の
場
で
切
っ
て

神
殿
に
奉
納
す
る
「
髪
落
と
し
の
儀
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毛
髪
を
神
前
に
供
え
、
定
刻
に
な

り
管
絃
の
音
が
響
き
わ
た
り
、
修
祓
、

祝
詞
奏
上
と
続
き
、
吉
永
理
事
長
、

支
部
代
表
４
名
が
玉
串
奉
奠
を
行
い

参
拝
者
全
員
で
お
客
様
の
毛
髪
供
養

と
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
業

界
の
発
展
向
上
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

突
然
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
夫
婦

共
々
体
調
不
良
に
よ
り
12
月
30
日
を

も
っ
て
閉
店
致
し
ま
す
。

　

創
業
以
来
57
年
。

　

師
匠
（
故　

若
林　

正
氏
）
の
指

導
の
下
、
組
合
の
お
世
話
を
24
年
。

　

そ
の
中
で
宇
部
支
部
創
立
一
〇
〇

周
年
、
き
ら
ら
ド
ー
ム
で
の
競
技
会
、

「
床
屋
発
祥
の
地
記
念
碑
」
建
立
30
周
年
記
念

毛
髪
供
養
祭

閉
店
の
お
知
ら
せ

　

宮
司
よ
り
参
拝
者
に
金
幣
で
お
清

め
を
頂
き
、
格
式
高
い
式
典
が
無
事

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
竹
中
信
彦
宮
司
、
吉
永

理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
神
殿
前
で
記
念
撮
影

を
行
い
、「
床
屋
発
祥
の
地
記
念
碑
」

に
赴
き
参
拝
、
記
念
撮
影
を
し
解
散

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
読
売
新
聞
・
山
口
新
聞

社
・
共
同
通
信
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｔ
Ｙ

Ｓ
テ
レ
ビ
山
口
・
Ｙ
Ａ
Ｂ
山
口
朝
日

等
の
取
材
が
あ
り
、
３
社
と
も
夕
方

の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
良
い
Ｐ
Ｒ

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
客
様
に
対
す
る
感
謝
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
毛
髪
供

養
祭
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
お
客

様
に
組
合
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
集
客
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　

報
告　

上
田
憲
志

毛
髪
供
養
祭
発
起
等
、
大
き
な
行
事

に
携
わ
れ
た
事
、
私
の
一
生
の
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
組
合
の
益
々
の
ご
発
展
と

皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
閉
店
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

ヘ
ア
ー
ル
ー
ム
・
ベ
ス
ト

　
　
　
　

伊
藤　

哲
也
（
宇
部
支
部
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご 

ざ
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
組
合
の
事

業
に
ご
理
解
並
び
に
多
大
な
る
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
情
勢
の
不
安
定
化
に

よ
る
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
物
価
上
昇
が
続
き
、
理

容
業
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
こ
の
様
な
中
、
理
容
業
界
は

勿
論
、
他
の
業
界
で
も
人
手
不
足
、

後
継
者
不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
組
合
に
お
い
て
も
い
か
に
従
事

す
る
人
を
増
や
し
て
い
く
か
を
課
題

に
、
先
ず
は
魅
力
あ
る
理
容
業
の
発

信
、
そ
し
て
魅
力
あ
る
理
容
組
合
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
見
直
し
を
図
り
、

経
費
削
減
を
図
り
な
が
ら
理
容
店
の

発
展
の
た
め
の
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
組
織
を
挙

げ
て
皆
さ
ん
の
力
を
集
結
し
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
事
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
組
合
員
の
皆
様

の
ご
意
見
、
ご
提
案
、
お
知
恵
を
広

く
頂
戴
し
な
が
ら
反
映
し
、
そ
の
上

で
組
合
員
の
満
足
度
、
幸
福
度
を
実

感
で
き
る
組
織
と
す
る
事
を
目
指
し

ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
糠
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
組
合
員
一
同
素
晴
ら
し
い 

一
年
で
有
り
ま
す
事
、
心
か
ら
ご
祈 

念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
年
頭
所
感

　
山
口
県
組
合
理
事
長

吉
永
　
和
義

2026 年　年頭所感
昨年と同じ今日はありません

全国理容生活衛生同業組合連合会

理事長　大森　利夫

　新年おめでとうございます。
　202 6年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　旧年中は、格別なるご支援とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。昨年を振
り返りますと、国の生活衛生補助金等を活用しての「クールジャパンの技・美女
男術セミナー」を、各組合よりの推薦の方を講師として認定を行ない、全国共通
の儲かる業づくり講習会を実施しました。また、タレントの友近さんを起用した
理容の紹介動画を制作してYouTube上で発信し、拡散するという試みを進めて
います。日本の理容の素晴らしい技は国内に留まらせず、海外へも広く訴求して
まいります。また、増加の一途をたどる訪日外国人を理容サロンの集客に結ぶべ
き、インバウンド現場対応に活かされるポイントや、インバウンド客に多く見ら
れるニーズを学ぶセミナーも開催しました。実際に多くの外国人客が訪れるサ
ロンの理容師を講師に、それぞれのサロンでどのように対応していくか、多くの
外国人客が注文するカットやリラクゼーションの技など、日本で楽しめる技術
を学ぶサロン営業に直結する内容となっていて、今後も各サロンへの営業サポ
ートをしてまいります。加えて、本年度の計画の中には、「首都直下型地震や、
南海トラフ巨大地震等が心配される我が国で、災害に強い連合会ネットワーク
づくりをめざし、各組合のＢＢ防災士と連合会事務局とのLINE接続を推進する」
こととしています。夜間等連絡が取りづらい時間帯においても、連絡手段の確保
が出来るようその確立をめざしてまいります。また、202 6年は、地球温暖化防
止対策に取り組んで20周年をむかえます。本年はそれに合わせて、厚生労働省
や環境省の協力のもと、10月19日、鹿児島県で開催予定の仮称「ＢＢジャパン
カップ202 6」（第78回全国理容競技大会）への新部門として、クールビズヘア・
チャンピオンシップを考えたいと思います。業界が一体となっての社会貢献に
つながる事業「デコ活（脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動）」
の施策に、是非、協調して参加下さい。さらに連合会の一大事業として、団体生
命小型共済に若年層は一口全員無料加入という思い切った手法で時代に沿った
制度へ改定いたします。理容師の生活を守るのは私の使命です。「昨日と同じ今
日はありません」。今後も広く見直しをはかり全国理容連合会の健全運営をめざ
して新たな挑戦を恐れず、対応してまいります。
　全国理容連合会は、本年も47都道府県組合と一丸となり、理容業界の成長に
向けて邁進する所存でございますので、引き続き叱咤ご指導賜りますようお願
いします。

「髪落としの儀」「髪落としの儀」

床屋発祥の地 記念碑床屋発祥の地 記念碑

令和 8年１月１日（1）第 737 号 か が み



 

 
 

 
「188 見守りサポーター表彰」 

 

山口県より県組合が「188 見守りサポーター表彰」を受賞 
 

このたび山口県理容組合が「188 見守りサポーター表彰」を受賞し、令和７年 10 月 25 日（土）
に山口市の山口きらら博記念公園で行われた同表彰式において村岡嗣政山口県知事より吉永和義
理事長へ表彰状が授与されました。 

 「188 見守りサポーター」は、悪徳商法等の消費者被害から高齢者等を守るため、日常業務の中で
高齢者等への声掛けや見守りなどを行う事業者を登録する制度で、県組合が「188 見守りサポーター」
の登録事業者として出前講座の開催や消費者被害防止に関する情報提供を積極的に行っていること 

が他の模範と評価されたことによるものです。 
 
 
 
 
 
 
 

全国理容連合会 ５５共済 

※詳しくは支部・組合迄お問い合わせ下さい 

補償共済 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共  済 

多くの全理連独自特別給付金があります 

 

掛金が安い！ 

団体生命共済 

火災共済 
賠償責任 

年金共済 
療養補償 

 

 

ケガで入院 

７，５００円 

死亡（高度障害） 

５００万円 

災害死亡 

１，０００万円 
結婚祝金 

１０万円 

 

長寿祝金 

２０万円 

入院見舞金 

３万円 

（小型５口加入の場合） 

還暦祝金 

２.５万円 

人間ドック補助金 

1 万円 

誕生祝金 

５万円 

新年のお慶びを申し上げます
令 和 八 年

元　 旦

 

理
事
長

吉　

永　

和　

義

（
山
口
支
部
）

 

相
談
役

松　

永　

忠　

晴

（
吉
南
支
部
）

 

常
任
理
事　

教
育
部
長

廣　

石　

正　

明

（
下
松
支
部
）

 

副
理
事
長　

総
務
企
画
、
経
理
金
融
部
長

木　

村　

真　

也

（
新
南
陽
支
部
）

 

常
任
理
事　

文
化
・
広
報
部
長

上　

田　

憲　

志

（
長
門
支
部
）

 

常
任
理
事　

共
済
部
長

阪　

本　

直　

樹

（
周
西
支
部
）

 

常
任
理
事　

組
織
部
長

金　

井　

鉄　

夫

（
小
野
田
支
部
）

 

監　

事
山　

本　
　
　

豊

（
宇
部
支
部
）

 

監　

事
刀　

祢　

隆　

一

（
柳
井
支
部
）

 

講　
　

師

浴　

本　

孝　

嘉

（
岩
国
支
部
）

 

講　
　

師

釼　

物　

宏　

行

（
長
門
支
部
）

 

講　
　

師

佐　

野　

宙　

史

（
下
関
支
部
）

 

講　
　

師

秋　

山　

健　

朗

（
厚
狭
支
部
）

新年のお慶びを
申し上げます

山口県理容生活衛生同業組合
事 務 局 一 同

 

岩　

国　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

日
高　

孝
司

  

副
支
部
長　

濱
安　

益
之

　
　
　

会　

計　

岩
崎　

健
司

　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

 

大　

島　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

西
口　
　

明

　
　
　
　
　
　
　
　

外
組
合
員
一
同

 

柳　

井　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

武
田　

知
久

　
　
　

会　

計　

田
中　
　

隆

　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

 

熊　

南　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

山
中　

弓
子

  

副
支
部
長　

山
田
和
加
奈

　
　
　

会　

計　

金
福　

美
子

　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

 

新　
南　
陽　
支　
部

副
理
事
長
・
支
部
長　

木
村　

真
也

  　
　

副
支
部
長　

松
崎　

勝
己

　
　
　
　
　

会　

計　

久
賀　

清
二

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

 

周　

西　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

阪
本　

直
樹

 

副
支
部
長
・
会
計　

多
田　
　

稔

　
　
　
　

副
支
部
長　

原
田　

宮
児

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

 

下　

松　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

廣
石　

正
明

 　
　
　

副
支
部
長　

松
中　

政
之

　
　
　
　
　

会　

計　

武
居　

重
正

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

 

徳　

山　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

國
重　

敦
史

 　

副
支
部
長　

仲
山　

尚
俊

　
　
　

 

〃　
　

兼
重　

貴
宏

　
　
　

会　

計　

三
好　

哲
也

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

 

萩　
　

支　
　

部

理
事
・
支
部
長　

角
屋　
　

睦

副
支
部
長
・
会
計　

池
部　

裕
之

　
　
　
　
　
　
　

外
組
合
員
一
同

 

長　

門　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

上
田　

憲
志

　
　
　
　
　

会　

計　

藤
岡　
　

健

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

 

美　

東　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

三
嶋　
　

充

副
支
部
長
・
会
計　

滝
本　

秀
樹

　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

 

宇　

部　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

田
川　

健
治

　
　
　
　
　

副
支
部
長　

丸
山　

宏
二

　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

 

小　
野　
田　
支　
部

常
任
理
事
・
支
部
長　

金
井　

鉄
夫

 　
　
　

副
支
部
長　

田
中　

哲
也

　
　
　
　
　

会　

計　

松
吉　

治
夫

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
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